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名
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提
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月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

1

宮
内
庁
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

衆
平
成

元
、
一
、
九

平
成

元
、
一
、
九

　
　
（
予
）

平
成

元
、
一
、
九

可
　
　
決

平
成

元
、
一
、
九

可
　
　
決

平
成

元
、
一
、
九

平
成

元
、
一
、
九

可
　
　
決

平
成

元
、
一
、
九

可
　
　
決

公
布

　
元
、
一
、
十
一

2

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日
と
す

る
法
律
案

"

二
、
一

二
、
一

（
予
）

　
　
　
二
、
一
四

可
　
　
決

　
　　

　
二
、
一
五

可
　
　
決

二
、
一

　
　
　
二
、
一
〇

可
　
　
決

　
　
　
二
、
一
三

可
　
　
決

公
布
・
旅
行

元
、
二
、
一
七

３

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

"

二
、
一

二
、
一

（
予
）

　
　　

　
二
、
一
四

可
　
　
決

　
　
　　

二
、
一
五

可
　
　
決

二
、
一

　
　
　
二
、
一
〇

可
　
　
決

　
　
　
二
、
一
三

可
　
　
決

"

18

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

二
、
二
一

二
、
二
一

（
予
）

　
　
六
、
二
〇

可
　
　
決

　
　
六
、
二
一

可
　
　
決

二
、
二
一

　
　
　
五
、
二
五

修
　
　
正

　
　
　
六
、
九

修
　
　
正



宮
内
庁
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
号
）

要
旨　

本
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
大
行
天
皇
崩
御
に
伴
い
、
皇
后
陛
下
が
皇
太
后
陛
下
と
な
ら
れ

　
た
の
で
、
宮
内
庁
に
皇
太
后
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
皇
太

　
后
宮
職
を
新
設
し
、
同
職
の
事
務
を
掌
理
さ
せ
る
た
め
、
皇
太
后

　
宮
大
夫
（
特
別
職
）
を
置
く
。

二
、
大
行
天
皇
の
御
喪
儀
関
係
事
務
等
を
整
理
さ
せ
る
た
め
、
侍
従

　
職
に
置
か
れ
る
侍
従
次
長
を
、
当
分
の
間
、
一
人
増
員
し
、
二
人

　
と
す
る
。

三
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
宮
内
庁
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
の
内
容
は
、
大
行
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
ま
し
て
皇
后
陛

　
下
が
皇
太
后
陛
下
と
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
宮
内
庁
に
皇
太
后
に
関

　
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
皇
太
后
宮
職
を
新
設
し
、
同
職
の
事
務
を

　

掌
理
さ
せ
る
た
め
皇
太
后
宮
大
夫
を
置
く
と
と
も
に
、
大
行
天
皇
の

御
喪
儀
関
係
事
務
等
を
整
理
さ
せ
る
た
め
、
侍
従
職
に
置
か
れ
る
侍

従
次
長
を
、
当
分
の
間
、
一
人
増
員
し
、
二
人
と
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
小
渕
内
閣
官
房
長
官
よ
り
趣
旨
説
明

を
聴
取
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日
と
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
二
号
）

要
旨　

本
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
は
、
国
の
儀
式
と
し
て
、
平
成
元
年
二

　
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
大
喪
の
礼
に
際
し
、
国
民
こ

　
ぞ
っ
て
弔
意
を
表
す
る
た
め
、
こ
の
日
を
休
日
と
す
る
。

二
、
本
法
律
に
規
定
す
る
日
は
、
休
日
を
定
め
る
他
の
法
令
の
規
定

　
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
に
定
め
る
休
日
と
み
な
す
。

三
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
件
の
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

　
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日
と
す
る
法

　
律
案
は
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
が
国
の
儀
式
と
し
て
平
成
元
年
二

　
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
大
喪
の
礼
に
際
し
ま
し
て
、

　
国
民
こ
ぞ
っ
て
弔
意
を
表
す
る
た
め
、
こ
の
日
を
休
日
と
し
よ
う
と

　
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
次
に
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
は
、
こ
の
た
び
の
皇
位
継
承
に
伴
い
ま
し
て
、
天
皇
誕
生
日
を
十
二

　
月
二
十
三
日
に
改
め
ま
す
と
と
も
に
、
四
月
二
十
九
日
を
新
た
に

　
　
「
み
ど
り
の
日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
に
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
疑
を
行

　
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と

　
存
じ
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
両
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ

　
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三

号
）

要
旨　

本
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
民
の
祝
日
で
あ
る
天
皇
誕
生
日
を
、
こ
の
度
の
皇
位
継
承
に

　
伴
い
、
十
二
月
二
十
三
日
に
改
め
る
。

二
、
国
民
の
祝
日
に
、
四
月
二
十
九
日
を
新
た
に
「
み
ど
り
の
日
」

　
と
し
て
加
え
、
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、

　
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
日
と
す
る
。

三
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
　
　

委
員
長
報
告

　
　
上
段
参
照

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
八
号
）

要
旨

　
　
本
案
は
、
最
近
の
経
済
情
勢
等
に
か
ん
が
み
、
恩
給
年
額
、
各
種

　
恩
給
の
最
低
保
障
額
及
び
各
種
加
算
額
等
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ



り
、
恩
給
受
給
者
に
対
す
る
処
遇
の
適
正
な
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
恩
給
年
額
の
増
額

　
　
昭
和
六
十
三
年
に
お
け
る
公
務
員
給
与
の
改
定
、
消
費
者
物

　
価
の
上
昇
そ
の
他
の
諸
事
情
を
総
合
勘
案
し
恩
給
年
額
の
計
算
の

　
基
礎
と
な
っ
て
い
る
仮
定
俸
給
年
額
を
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
、

　
一
律
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
。

二
、
普
通
恩
給
等
の
最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ

　
　
普
通
恩
給
及
び
普
通
扶
助
料
の
最
低
保
障
額
を
、
平
成
元
年
四

　
月
か
ら
、
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
。

三
、
寡
婦
加
算
の
増
額

　
　
普
通
扶
助
料
に
係
る
寡
婦
加
算
の
年
額
を
、
他
の
公
的
年
金
に

　
お
け
る
寡
婦
加
算
の
年
額
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
平
成
元
年
八
月

　
か
ら
、
六
十
歳
以
上
の
妻
及
び
子
一
人
を
有
す
る
妻
に
つ
い
て
は

　
十
二
万
六
千
三
百
円
（
現
行
十
二
万
五
千
五
百
円
）
に
、
子
二
人

　
以
上
を
有
す
る
妻
に
つ
い
て
は
二
十
二
万
千
百
円
（
現
行
二
十
一

　
万
九
千
五
百
円
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

四
、
公
務
関
係
扶
助
料
の
最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ

　
　
公
務
扶
助
料
、
増
加
非
公
死
扶
助
料
及
び
特
例
扶
助
料
の
最
低

　
保
障
額
を
、
平
成
元
年
四
丹
か
ら
、
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
。

五
、
遺
族
加
算
の
増
額

　
　
公
務
関
係
扶
助
料
に
係
る
遺
族
加
算
の
年
額
を
、
平
成
元
年
八

　
月
か
ら
、
十
万
五
千
三
百
円
（
現
行
十
万
四
百
円
）
に
引
き
上
げ

　
る
。

六
、
傷
病
恩
給
の
基
本
年
額
の
増
額

　
　
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
及
び
特
例
傷
病
恩
給
の
基
本
年
額
を
、

　
平
成
元
年
四
月
か
ら
、
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
。

七
、
傷
病
恩
給
の
扶
養
加
給
の
年
額
の
増
額

　
　
傷
病
恩
給
の
扶
養
加
給
の
年
額
を
、
昭
和
六
十
三
年
の
公
務
員

　
の
扶
養
手
当
の
改
善
に
準
じ
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
引
き
上
げ
る
。

八
、
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
の
増
額

　
　
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
の
基
本
年
額
を
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
、

　
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
。

　
　
ま
た
、
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
に
係
る
遺
族
加
算
の
年
額
を
、

　
同
年
八
月
か
ら
、
六
万
円
（
現
行
五
万
七
千
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

九
、
本
法
律
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

　
普
通
扶
助
料
に
係
る
寡
婦
加
算
並
び
に
公
務
関
係
扶
助
料
及
び
傷

　
病
者
遺
族
特
別
年
金
に
係
る
遺
族
加
算
の
改
正
規
定
は
、
平
成
元

　
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
施
行
期
日
等
に
つ
い
て
所
要
の
修
正
が



行
わ
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告

　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
お
け
る
公
務
員
給
与
の
改
定
、

　
消
費
者
物
価
の
上
昇
そ
の
他
の
諸
事
情
を
総
合
勘
案
し
て
、
恩
給
年

　
額
及
び
各
種
恩
給
の
最
低
保
障
額
を
、
本
年
四
月
か
ら
、
一
律
に

　
二
・
〇
二
％
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
遺
族
加
算
及
び
寡
婦
加
算
の

　
年
額
を
、
本
年
八
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
す
。
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
施
行
期
日
に
つ
い
て
所

　
要
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
恩
給
年
額
改
定
の
あ
り
方
等
に
つ
い

　
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承

　
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ

　
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
六
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
全
会

　
一
致
を
も
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




